
 

        

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

今今今年年年222000000666 ハ年年年ははは、、、観観観測測測船船船「「「宗宗宗谷谷谷」」」ががが南南南極極極プププリリリンンンスススハハラララ
ルルルドドド海海海岸岸岸ににに到到到達達達しし、、、東東東オオオンンングググルルル島島島ににに「「「昭昭昭和和和基基基地地地」」」ををを開開開設設設し

しししてててかかかららら丁丁丁度度度555000周周周年年年にににあああたたたりりりままますすす。。。    

南南南極極極でででははは、、、「「「オオオゾゾゾンンンホホホーーールルル」」」ののの日日日本本本隊隊隊ににによよよるるる発発発見見見ややや南南南

極極極氷氷氷床床床上上上ににに火火火星星星ややや月月月かかからららのののももものののををを含含含むむむ大大大量量量ののの隕隕隕石石石がが見見見つつつが

かかかりりり、、、まままたたたドドドーーームムム「「「ふふふじじじ」」」基基基地地地でででははは 111000000 万万万年年年前前前ののの地地地球球球環環環

境境境ををを閉閉閉じじじ込込込めめめたたたアアアイイイスススコココアアアががが掘掘掘りりり出出出ささされれれるるるなななどどど、、、様様 々々々ななな様

科科科学学学的的的活活活動動動ががが行行行わわわれれれててていいいるるる現現現状状状ををを話話話しししままますすす。。。さささらららにに、、、南南南に

極極極ははは探探探検検検ののの場場場ととといいいうううよよよりりりははは、、、地地地球球球環環環境境境をををモモモニニニタタターーーすするるる前前前す

線線線基基基地地地とととしししてててののの役役役割割割ををを強強強めめめてててきききててておおおりりり、、、講講講演演演者者者ももも、、、111999999000

年年年ににに南南南極極極越越越冬冬冬観観観測測測ににに参参参加加加しししててて以以以来来来、、、111777 年年年ぶぶぶりりりににに今今今年年年 111111

月月月 末末末 かかか ららら 第第第 444888 次次次 南南南 極極極 地地地 域域域 観観観 測測測 隊隊隊 ででで 、、、 国国国 際際際 極極極 年年年

（（（ III nnn ttt eee rrr nnnaaa ttt iii ooonnnaaa lll    PPPooo lll aaa rrr    YYYeeeaaa rrr    222000000777---222000000888）））ののの一一一環環環ををを担担担

いいい昭昭昭和和和基基基地地地ででで行行行うううオオオゾゾゾンンン層層層ののの越越越冬冬冬観観観測測測ににに参参参加加加しししままますす。。。そそそす

れれれらららににに関関関連連連すすするるる南南南極極極観観観測測測ののの将将将来来来ののの展展展望望望にににつつついいいててて概概概観観しししままま観

すすす。。。まままたたた、、、オオオーーーロロロラララやややそそそののの他他他ののの南南南極極極ののの自自自然然然現現現象象象にににつついいいてててつ

ももも、、、写写写真真真ををを取取取りりり混混混ぜぜぜななながががららら説説説明明明しししままますすす。。。 

 

使用言語 ： 日本語 
 
 
 
 

講演者

中島 英彰  

国立環境研究所・大気圏環境研究

領域・主席研究員 
日  時 ：平成１８年１１月２１日（火）

１３：３０～１５：００ 

場  所 ： ３号館１階 セミナーホール 
昭昭和和基基地地南南方方ににああるる、、南南極極大大陸陸かからら海海にに流流れれ出出てていいるる棚棚氷氷のの遠遠景景写写真真。。「「ハハムムナナ氷氷曝曝（（ひひょょううばばくく））」」とと呼呼ばばれれてていいるる。。

((11999900..1100..2299,,中中島島英英彰彰（（国国立立環環境境研研究究所所））)) 
 



                         
 

 

AAbbssttrraacctt：：  
This is the 50th celebration year since the 1st Japanese Antarctic Research 
Expedition (JARE) team started Japan in 1956 by Japanese 1st ice-breaker vessel
“Soya”, landed on the East-Ongul Island in Antarctica, and settled the “Syowa 
Station”.  
 This talk covers several JARE’s scientific achievements, such as, discovery of 
ozone hole (1984), discovery of many meteors including those from the moon and
Mars, and ice core project in Dome-Fuji Station which can reconstruct ancient 
earth’s atmospheric environment back to one million years ago.  Recently, 
Antarctica is regarded as a suitable place to monitor the earth’s environment 
because it is the most remote area from human’s activity.  The speaker will 
participate in this year’s 48th JARE to participate in the International Polar Year 
2007-2008’s measurement in Syowa Station.  Future observational targets in 
Antarctica as well as beautiful nature such as auroras and other natural 
phenomena will be shown in this talk.

Artist's concept of ILAS-II 

on board the ADEOS-II 

satellite 

 

Date：２１ November 2006(Tuesday)
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